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不自然  どちらとも言えない  自然 
１）単純作業を繰り返しているといやになります。  
１・・・・２・・・・３・・・・４・・・・５ 







例）  Ａ（バス停でバスを待っている）    Ｂ（バスが来る） 
１・・・・２・・・・３・・・・４・・・・５ 
まったくない  どちらとも言えない よくある 
１）A（電⾞ですわっている）          B（「どけ」と言われる）  
１・・・・２・・・・３・・・・４・・・・５ 
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（31）	 調査対象：女子大学生 88 名（「調査用紙Ａ」44 名、「調査用紙Ｂ」44 名）















 (30)調査用紙Ａ 設問Ⅰ 20 設問（ル（01）～ル（10）、タ（01）～タ（10）） 
  設問Ⅱ 20 設問（「調査用紙Ｂ」の「設問Ⅰ」に同じ） 
  調査用紙Ｂ 設問Ⅰ 20 設問（ル（11）～ル（20）、タ（11）～タ（20））  




(31)調査対象：女子大学生 88 名（「調査用紙Ａ」44 名、「調査用紙Ｂ」44 名） 








の容認度（設問Ⅱ）」の値の平均値は表１のとおりである。図 1 は、表 1 における「文











































































    
 
                                                      













































が 5段階スケールの 2.5 を下回り、容認されない方向への傾きを持つ例である。






























































































































































































                                                      
4 前田(2009)に示されている四用法の分類基準を本稿なりに整理したのが次の表である。 
 
用法 前件 後件
連続 主体の動作 前件と同じ主体の動作
きっかけ 主体の動作 前件とは異なる主体の動作
発現 状態 前件の状態継続中における主体の動作
発見 主体の動作 前件の主体の動作以前から継続している状態
「一回的」用法の下位分類
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